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2015 年度活動方針 

1.    活動方針 

(1)    日系企業のブラジルへの投資促進および企業経営上発生する問題解決を支援するため、以下の行動

指針に基づき、規制改善に向けた活動ならびに当会議所の基盤・体制強化を行う。 

i.    商工会議所の基盤・体制強化に向けた取組み 

ii.    日本企業の進出支援 

iii.    問題解決・規制改善に向けた活動 

iv.    官民合同会議のフォロー 

(2)    「課税」、「通関」、「労働」、「産業競争力強化・中小企業育成」、「インフラ」の 5 つのワー

キング・グループで構成・運営され、対経済産業省および日本商工会議所向け窓口、内外調整、予算管理

を含む活動全体のコーディネーションを一元的に行う。 

2.    活動計画 

(1)    上記 5 つのワーキング・グループ別に、提案書・要望書の作成に向けた討議を継続的に行う。提案

書・要望書の完成は、2 月～3 月を目途とする。 

(2)    4 月以降、各ワーキング・グループ代表者と CNI、日本大使館との懇談会を開催し、政策対話スキー

ムの構築に向けた取り組みに着手予定。 

2015 年度活動報告（進捗報告） 

3 月 AGIR48 項目を策定し、会員懇談会で報告 

｢課税｣｢通関｣｢労働｣｢産業競争力強化・中小企業育成｣｢インフラ｣の 5WG メンバー総勢 70 名が延べ 100

時間を掛けて AGIR48 項目を策定。 

日本政府と AGIR を共有、官民連携体制を強化 

梅田大使、日本大使館担当官、経済産業省中南米室担当官らと協議を重ね、AGIR 推進に向けた官民連携

体制を強化。 

5 月 ブラジル産業界（CNI）へ AGIR を説明、共通する問題意識を確認 

CNI 産業開発担当理事、国際部長らとの懇談を通じて多くの部分がブラジル産業界の問題意識と共通する

ことを確認、今後協力して取り組むことに合意。 

日伯賢人会議において AGIR を説明、両国経済人の認知を得る 

5 月 18 日にリオで開催された日伯戦略的経済パートナーシップ賢人会議において村田会頭が AGIR につ

いて説明、両国のハイレベル経済人から認知を得た。 



6 月 日商に活動状況を報告。カマラの体制強化と AGIR への評価を得る 

6 月 29 日・30 日の両日、日本商工会議所（丸の内）において、本補助事業に取り組む 4 ヶ国（ブラジル、

中国、インド、メキシコ）の担当者が一同に会し、活動報告と現状の課題等について意見交換を実施。 

課税問題、労働問題についての近況調査を実施 

AGIR の信頼性の維持を目的に、進出日系企業の多くが直面する課税、労働問題について会員企業を対象

に近況調査を実施。 

8 月 サンパウロ州収税局 ICMS 担当官との意見交換を実施 

課税 WG では、サンパウロ州の ICMS クレジット移転制度についての会員企業向け説明会を開催、定員の

2 倍を超える 200 名が参加。 

新ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（PIL2) 所管省庁担当官との意見交換を実施 

インフラ WG では、所管省庁担当官を講師に迎え、空港、港湾、鉄道、道路の 4 分野に渡る新たなインフ

ラ整備計画（PIL2）の説明会を開催、商社、物流、金融機関はじめ 150 社が参加。 

日伯経済合同委において AGIR を説明、両国経済界の賛同を得る 

8 月 31 日、9 月 1 日の両日、ポルトアレグレで開催された第 18 回日伯経済合同委員会において、松永委

員長が AGIR 活動および優先提言 5 項目の内容を説明、本活動を通じて日本企業によるブラジルへのさら

なる投資実現と日伯間の新たなビジネス機会の拡大を図りたいと力強く表明。 

9 月 日伯貿投委で AGIR 優先 5 項目を提言、MDIC との政策対話を合意 

9 月 3 日、ブラジリアの開発商工省庁舎で開催された第 9 回日伯貿易投資促 進・産業協力合同委員会（貿

投委）において、村田会頭が AGIR 優先 5 項目を提言、日伯官民による政策対話をスタートすることが合

意された。当日は、藤田メディカル分科会長から医療分野における規制の改善状況、近藤自動車部会長か

らブラジル自動車産業の現状と投資機会の拡大に向けた政策課題についても説明がなされた。 

10 月 ジェトロ視察団に AGIR を説明、中小企業らのブラジル進出を支援 

10 月 19 日、ジェトロが主催する自動車部品ミッション団 18 社がカマラを訪問、平田事務局長及び天谷

アドバイザーからブラジルの政治経済情勢やビジネス機会、AGIR 活動等について説明。 

11 月 MDIC との政策対話がいよいよスタート（11 月 11 日、於：ブラジリア） 

11 月 11 日、政策対話委員会は開発商工省（MDIC）の局長らと AGIR 優先 5 項目への取組方法について

意見交換を実施。日伯政策対話がいよいよスタート 

貿投委で、ＡＧＩＲ活動の意義、重要性を確認し合うカルロス生産開発局長（左）と赤石通商政策局審議

官 

12 月 官民合同会議において AGIR 活動の進捗を報告。 

以 上 
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